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1. 序論 
 九州の有明海沿岸には、有明粘土と呼ばれる超軟弱粘土が相互状態で堆積し、特に熊本県白川下流に広が

る熊本平野ではそのような軟弱地盤の厚さは約 40ｍと大変厚い。この軟弱地盤上に盛土を築造する場合、盛
土下の地盤は圧密を起こし、それを原因とする周辺地盤の沈下および側方流動が隣接地区の家屋へ与える影

響が深刻な地域問題になる。それらの地盤変状を抑止する目的で鋼矢板工法が用いられてきたが、熊本平野

のように軟弱地盤層が厚く堆積した条件下において、従来工法である着底鋼矢板工法では経済性の面で大き

な問題となる。また、矢板を支持地盤まで貫入させないフローティング鋼矢板工法は経済性においては有効

であるが、着底鋼矢板工法ほどの地盤変状抑止効果は期待できず、鋼矢板自身の沈下も予想される。そこで、

これらの現状よりフローティング鋼矢板の間に着底鋼矢板を支柱として置き換える支柱付鋼矢板工法の開発

が進められている１）。本研究の目的は、３次元構造を有する支柱付鋼矢板の効果について３次元連成有限要

素解析を行うことにより検討するものである。解析対象とした地盤は、現在この工法の試験施工が行われて

いる熊本県緑川下流の美登里地区である。また、ここでは飯塚らによって開発されたプログラムコード３

D-DACSAR２）により計算を実施していることを付する。 
2. 解析結果及び考察 
 美登里地区の地盤柱状図を図－１に示す。解析の対象とした地区の鋼矢板は広幅 0.6mのⅢｗ型であり、試
験施工では、矢板長さ 19mのフローティング矢板 5枚に対し矢板長さ 34.5mの着底矢板 1枚を支柱として
支持層まで根入れし、フローティング矢板自身の沈下を抑えるように施工されている。この支柱付鋼矢板工

法は図－2 のように奥行き方向に矢板が間引かれているため 3 次元構造になっている。過去の研究 3)では、

動態観測結果より鋼矢板頭部は一体化していることが伺えたこともあり、平面ひずみ条件下での 2次元解析
を行ってきた。しかし、本研究では、その 3次元構造の影響について明らかにするために 3次元解析を行っ
た。図－3.1は解析に用いた節点数 2977、要素数 2412の 3次元有限要素メッシュ図である。また、図－3.2
は Y-Z断面の矢板部分のメッシュ構成で、基本的に Y方向に対して着底鋼矢板１枚、フローティング矢板 5
枚を１要素としているが、中央のフローティング要素は２要素と設定している。構成則については粘土層を

弾塑性体、砂層と矢板部分を線形弾性体とし、載荷方法は盛土形状をメッシュで切り、要素荷重を段階的に

与えた。解析期間は試験施工区域と同じく約 2年(730日)としている。図－4は、支柱付鋼矢板工法の変位ベ
クトル図で、盛土荷重により鉛直方向に変位が卓越していることが伺える。また、矢板によって堤内側の変

位が軽減している事が伺え、Y方向に変位はほぼ一定となっていることから境界条件の影響はないと見られ
る。図－5 に堤体側と堤内側の深度方向の間隙水圧分布を示す。観測地点は盛土法尻部分の矢板から 0.5m
離れた堤体側と堤内側である。また、支柱付鋼矢板工法は奥行き方向に矢板長が変化しているので、着底矢

板部分、フローティング部分をそれぞれ示している。図－5 をみると堤体側に比べ堤内側の間隙水圧が小さ
くなっており矢板による遮断効果が伺える。また、着底部分、フローティング部分間隙水圧分布に変化はみ

られず、間引き部分からの間隙水の流れをよく評価していると言える。 
3．結論 
今回は、３次元での支柱付鋼矢板工法の解析を行ったが、解析結果は矢板の効果を定性的に評価していると

言える。今後は、さらに詳細な解析を行い支柱付鋼矢板工法の効果について明らかにしていきたい。 
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図－1　地盤柱状図及びN値分布

図－3.1　三次元有限要素メッシュ図
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図－3.2  Y-Z断面矢板部分メッシュ構成
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図－3.2  Y-Z断面矢板部分メッシュ構成
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図－4　三次元変位ベクトル図
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図－5　堤体側堤内側深度方向間隙水圧分布
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図－2 支柱付鋼矢板工法の概要
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